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副会長 平田 純一 
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建築部会活動報告 森 一朗 
新丸の内ビルディングの施設見学会を4月に三菱地

所設計のご協力により開催し、多数の参加者に好評で

した。また 7 月には当協会の涌井副会長が｢上海万博

から見える都市の中心と周辺問題｣をテーマに自由学

園明日館で講演会を開催、愛知万博綜合プロデューサ

ーの実績をふまえ、84名の参加者に感銘をあたえまし

た。8 月にはぺニンシュラホテルの開業前見学会を設

計者をパネラーとして迎え開催しましたがホテル側

要望で限定 50 名であったため、多くの参加希望者に

はおことわりする事態になり､今後機会があれば再度

の見学会がまたれている状況です。11月には東京駅八

重洲口再開発について、サピアタワーホテルで見学セ

ミナーを予定しています。 

設備部会の活動報告 横山 豊 
設備部会は幹事 17 名でほぼ 1.5 ヶ月毎に幹事会を

開き、協会の活動内容の啓蒙、設備部会活動計画、ホ

テルリニューアル診断マニアル作成などを行ってお

ります。また会員増強キャンペーンのため、増強特別

委員会に積極的に協力し会員獲得に努力しておりま

す。施設見学会は 10 月 3 日(水)に六本木に設置され

た延面積 48,000 ㎡、展示面積が国内最大級の国立新

美術館の施設見学会を開催します。施設の説明に建築

側及び設備側からの説明があり、施設見学の後の懇親

会も予定しております。また恒例のホテル・レストラ

ン・ショウでは今年度は新たなテーマを企画し、無料

相談コーナーの開設などを企画中です。 

インテリア部会の活動報告 佐藤 英嗣 
今年度もインテリア部会は5グループにて全員参加

と交流をモットーに活動。10月 22日にセミナーを下

記の通り開催いたします。施設見学は、睡眠をコンセ

プトとしたホテルレム日比谷を 1 月下旬に見学予定。

リノベーション・コンバージョングループは改修され

装い新たなホテルの施設見学を予定。会員企業見学は

見学対象企業の募集をしております。その他、インテ

リア部会の会員によるパネルディスカッションの企

画を検討中です。 

インテリア部会セミナー 予告 
今年度のインテリア部会セミナーでは、一級建築士

であり紀行作家、写真家として活躍されている稲葉な

おと氏をお迎えいたします。 

 開催日時：10月 22日（月）16時～19時 30分     
 会  場：松下電工株式会社 東京本社5階ホール 
 講  演：『名建築が活きる宿、朽ちる宿』 

事務局からのお知らせ 
＜忘年交歓会 開催予告＞ 

 年末恒例の忘年交歓会が12月6日（木）｢ホテル

グランドパレス（九段）｣にて開催されることが決ま

りました。詳細は別途改めてお知らせいたします。 

＜企業見学受け入れ先募集中＞ 

インテリア部会企業見学チームでは異業種企業見

学会を企画し、新しい発見や企業経営の一端に触れる

ことを目指しています。会員企業のＰＲの絶好の機会

になり会員相互のメリットにつながる事と思われま

す。このチャンスに是非名乗りをあげてください。 

☆ 新入会員紹介 ☆（入会順） 

[メーカー] 東西化学産業株式会社    
(代表者)代表取締役     (担当者)常務取締役  

河野 眞一郎        藤森 篤 

〒540-6118大阪市中央区城見2-1-61 ﾂｲﾝ 21MID ﾀﾜｰ 18階 

TEL06-6947-5511 FAX06-6947-5510 
業務内容：水処理装置・薬品の販売 

[個 人] 川辺 三樹 （OFFICE MMK） 
〒105-0012東京都港区芝大門2-1-18-310 

TEL03-5733-2031 FAX03-5733-2031 

[メーカー] 日本陶業株式会社 
(代表者)代表取締役社長   (担当者)営業部 顧問  

深谷 重信         久田 利張 

〒103-0015東京都中央区日本橋箱崎町43-9 

TEL03-3667-5928 FAX03-3667-4827 
業務内容：タイル・ブロック工事業、輸入及び窯業製品の販売 

       HCR－K ｼｰﾄ販売、管工事業・石工事業 

[メーカー] ゼンテリア株式会社   
(代表者)代表取締役     (担当者)機械部 部長 

佐村  健          吉田  隆 

〒160-0004東京都新宿区四谷1-5 新四谷駅前ビル 

TEL03-3358-7310 FAX03-3358-7315 
業務内容：エクステリア･インテリア資材、住設機器の施工・販売

     リニューアル企画・設計・施工 

★ 交流部会第９１回「ゴルフ会」案内 ★ 
第91回ゴルフ会の開催は11月16日（金）、春と同

じ「千葉ＣＰＧカントリークラブ」にて行います。 

詳細は後日ご案内致します。 

♥編集後記♥  
公益法人の新しい制度が平成20年12月1日に施行

されることが正式に決まりました。20年春頃までに制

度の運用のための指針が策定されるとのことですの

で、具体的な作業はこのガイドラインが発表されてか

らになりますが、協会では新公益法人移行準備委員会

を発足させて検討に入っています。先ずは協会の公益

事業がどこまで拡大出来るかがポイントになると思

いますが、更なる協会の躍進に全員で知恵を出し合っ

ていきたいと思います。          Ｙ.Ｋ 


